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近
年
、
「
都
心
回
帰
」
や
「
都
心
居
住
」
が
、
「
都
市
再
生
」
の
政

策
推
進
と
と
も
に
盛
ん
に
語
ら
れ
、
東
京
を
中
心
に
、
数
々
の
都

心
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
話
題
を
集

め
て
い
る
。
大
阪
で
も
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
年
々
減
少
し
続

け
て
き
た
人
口
が
二
〇
〇
〇
年
か
ら
微
増
（
前
年
比
）
に
転
じ
、
と

り
わ
け
都
心
六
区
（
北
区
、
福
島
区
、
中
央
区
、
西
区
、
天
王
寺

区
、
浪
速
区
）
で
の
人
口
回
復
が
顕
著
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。�

　
か
ね
て
人
口
減
少
に
危
機
感
を
抱
き
続
け
て
き
た
大
阪
市
に

と
っ
て
、
近
年
の
人
口
回
復
は
一
面
大
い
に
喜
ば
し
い
事
態
で
あ

る
が
、
そ
の
人
口
増
加
現
象
が
、
都
心
に
お
け
る
居
住
の
豊
か
さ

の
形
成
と
実
質
的
に
結
び
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
、
都
市
の
持
続

的
な
発
展
や
再
生
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。�

　
そ
も
そ
も
都
心
居
住
の
ス
タ
イ
ル
、
都
心
居
住
の
文
化
と
は
何

な
の
か
。
物
理
的
に
都
心
に
住
み
さ
え
す
れ
ば
、
都
心
居
住
の
ス

タ
イ
ル
や
文
化
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
ち

と
関
わ
り
な
が
ら
都
心
に
住
み
・
暮
ら
す
生
活
文
化
が
、
持
続
的

に
都
市
の
活
力
と
モ
ラ
ル
を
生
み
出
し
支
え
る
基
盤
と
な
っ
た
時
、

は
じ
め
て
都
心
居
住
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
文
化
が
確
立
し
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
そ
の
意
味
で
大
阪
は
、
か
つ
て
近
世
・
近
代
に
発
達
し
た
長
屋

文
化
を
基
盤
に
見
事
な
都
心
居
住
文
化
が
息
づ
く
都
市
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
、
そ
の
ス
ト
ッ
ク
は

徐
々
に
失
わ
れ
、
現
在
、
都
心
の
あ
ち
こ
ち
に
建
設
さ
れ
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
半
に
は
、
残
念
な
が
ら
か
つ
て
の
都
心
居
住
文

化
の
優
れ
た
エ
ッ
セ
ン
ス
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。�

　
こ
う
し
た
問
題
認
識
の
も
と
に
、
都
心
居
住
の
現
状
と
課
題
を

踏
ま
え
、
持
続
的
に
都
市
の
活
力
と
モ
ラ
ル
を
生
み
出
し
支
え
る
、

都
心
居
住
文
化
の
創
造
に
つ
い
て
、
大
阪
・
上
町
台
地
一
帯
に
お

け
る
胎
動
を
追
い
な
が
ら
、
今
後
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
の
方
向

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。�

　
連
載
第
一
回
目
の
今
回
は
、
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

ま
ず
、
大
阪
市
に
お
け
る
居
住
の
動
向
を
、
人
口
・
住
宅
統
計
か

ら
簡
単
に
概
観
し
、
そ
の
特
徴
と
課
題
を
大
ま
か
に
捉
え
た
う
え

で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
あ
る
種
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
誕

生
の
経
緯
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。�

大
阪
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上
町
台
地
発
　
都
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居
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化
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創
造
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人
口
・
住
宅
統
計
か
ら
、
近
年
の
大
阪
市
に
お
け
る
居
住
の
動

向
を
概
観
す
る
前
に
、
市
制
施
行
後
の
大
阪
市
に
お
け
る
市
域
拡

張
の
経
緯
を
大
ま
か
に
捉
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
発
展
史
こ
そ
が
、

現
在
の
大
阪
市
に
お
け
る
居
住
を
支
え
る
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
下
敷

き
と
な
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。�

　
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
市
制
を
施
行
し
た
当
初
の
大
阪
市

は
、
お
お
よ
そ
現
在
の
西
区
・
中
央
区
・
北
区
の
一
部
に
相
当
す

る
都
心
部
分
（
江
戸
時
代
の
大
坂
三
郷
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
第
一
次
市
域
拡
張
で
、
都

心
に
隣
接
す
る
南
・
北
・
海
側
（
西
）
の
エ
リ
ア
を
編
入
し
、
さ
ら

に
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
第
二
次
市
域
拡
張
で
、
現
在
の

平
野
区
・
鶴
見
区
の
一
部
を
除
く
、
現
市
域
の
大
半
を
編
入
。
一

九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
現
在
の
平
野
区
・
鶴
見
区
の
一
部
を
編

入
し
、
ほ
ぼ
現
在
の
市
域
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。�

　
人
口
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
第
二
次
市
域
拡
張
で

二
一
一
万
人
（
国
勢
調
査
）
に
達
し
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に

最
高
人
口
三
二
五
万
人
（
国
勢
調
査
）
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
大
阪
市
は
「
大
大
阪
」
と
呼

ば
れ
、
都
市
基
盤
が
大
規
模
に
整
備
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
時
期
に
は
土
地
区
画
整
理
事
業
と
一
体
で
、
市
内
郊
外
部
に

良
質
の
長
屋
が
大
量
に
供
給
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。�

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
戦
災
の
た
め
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

秋
の
人
口
調
査
で
人
口
は
約
一
一
〇
万
人
に
激
減
し
て
い
る
。
続

く
戦
災
復
興
と
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
、
再
び
人
口
は
急
増
し
、

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
、
戦
後
最
高
の
約
三
一
六
万
人
（
国

勢
調
査
）
に
達
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
一
転
、
な
だ
れ
を

打
つ
か
の
よ
う
な
都
心
部
か
ら
の
急
激
な
人
口
流
出
が
、
約
一
〇

年
に
わ
た
っ
て
続
く
。�

　
こ
の
時
期
、
高
度
経
済
成
長
期
の
経
済
性
を
至
上
と
し
た
都
市

開
発
が
、
結
果
と
し
て
、
都
心
部
か
ら
の
大
量
の
人
口
流
出
を
招

き
、
都
心
居
住
文
化
の
喪
失
と
と
も
に
、
ま
ち
の
健
全
性
を
担
保

す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
の
崩
壊
を
、

あ
ち
こ
ち
で
引
き
起
こ
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
や
が
て
徐
々
に
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
二
〇
〇
〇
（
平

成
一
二
）
年
の
国
勢
調
査
で
は
約
二
六
〇
万
人
に
、
さ
ら
に
二
〇
〇

三
（
平
成
一
五
）
年
の
推
計
で
は
、
約
二
六
二
万
人
強
へ
と
微
増
し

て
い
る
。
幸
か
不
幸
か
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
、
経
済
の
低
迷
・

地
価
の
低
下
が
、
い
っ
た
ん
空
洞
化
し
た
都
心
部
に
再
び
近
年
顕

著
な
人
口
増
加
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。�

　
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
人
口
の
回

復
＝
都
市
の
再
生
と
単
純
に
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
の
危
う
さ
で
あ

る
。
本
来
は
、
都
心
居
住
文
化
の
再
生
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
再
構
築
こ
そ
が
、
都
市
の
再
生
を
担
保
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
自
覚
を
目
標
に
掲
げ

る
都
心
居
住
政
策
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
、
単
な
る
一
過
性
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
ブ
ー
ム
、
ミ
ニ
バ
ブ
ル
と
し
て
、
本
質
的
な
都
市

再
生
の
方
向
性
を
見
失
っ
て
し
ま
う
恐
れ
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。�

���

　
改
め
て
、
近
年
の
大
阪
市
二
四
区
の
人
口
動
向
を
眺
め
て
お
こ
う

（
二
〇
〇
〇
年
国
勢
調
査
及
び
二
〇
〇
三
年
推
計
）
。
確
か
に
、
都

心
六
区
で
の
人
口
増
加
率（
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
三
年
の
人
口
増

加
率
）
、
北
区
（
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
福
島
区
（
四
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
中
央
区
（
一
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
西
区
（
八
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
天
王
寺
区
（
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
浪
速
区
（
五
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
）
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
淀
川
区
（
三
・
〇
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
淀
川
区
（
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
鶴
見
区
（
三
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
い
っ
た
、
都
心
周
辺
部
で
の
人
口
増
加
傾
向
も
見
ら
れ
る
。�

人
口
・
住
宅
統
計
に
見
る
居
住
特
性�

大
阪
市
の
発
展
史
に
宿
る
課
題�
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図4　大阪市24区の戦前住宅率・長屋建住宅率（1998年住宅・土地統計調査）�
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図3　大阪市24区の高齢化率・単身世帯率（2000年国勢調査）�
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図2　大阪市24区の推計人口と増減率（2000年国勢調査・03年推計）�
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打
つ
か
の
よ
う
な
都
心
部
か
ら
の
急
激
な
人
口
流
出
が
、
約
一
〇

年
に
わ
た
っ
て
続
く
。�

ト
）
、
淀
川
区
（
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
鶴
見
区
（
三
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
い
っ
た
、
都
心
周
辺
部
で
の
人
口
増
加
傾
向
も
見
ら
れ
る
。�

　
世
帯
の
特
性
で
注
目
す
べ
き
は
、
単
身
世
帯
率
（
二
〇
〇
〇
年

国
勢
調
査
）
の
高
さ
で
あ
る
。
全
国
平
均
が
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

大
阪
府
平
均
が
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
阪
市

平
均
は
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
区
別
で
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
地
域
特
性
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
北
区
（
五
二
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
中
央
区
（
五
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
浪
速
区

（
六
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
西
成
区
（
五
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
が

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
極
め
て
高
い
単
身
世
帯
率
を
示
し
、

世
帯
の
小
規
模
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

市
域
全
体
に
わ
た
っ
て
単
身
化
傾
向
が
強
い
な
か
、
単
身
世
帯
率

が
市
平
均
を
大
き
く
下
回
る
の
が
鶴
見
区
（
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

平
野
区
（
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
後
発
の
開
発
地
域
を
擁
す

る
地
域
特
性
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
を
吸
引
し
て
い
る
様
子
が
見
て

取
れ
る
。�

　
ま
た
、
高
齢
化
率
（
二
〇
〇
〇
年
国
勢
調
査
）
で
は
、
東
成
区
（
一

九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
生
野
区
（
二
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
旭
区

（
二
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
阿
倍
野
区
（
二
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

東
住
吉
区
（
一
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
西
成
区
（
二
三
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
）
な
ど
、
都
心
周
辺
部
の
戦
前
住
宅
率
や
長
屋
率
の
高
い
地
域

で
、
大
阪
市
平
均
（
一
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
全
国
平
均
（
一
七
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
大
き
く
上
回
る
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。�
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外
国
籍
の
居
住
者
が
多
い
の
も
大
阪
市
の
特
徴
で
あ
る
。
外
国

人
登
録
者
数
は
人
口
の
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
〇
〇
一
年
値
、
推

計
人
口
は
二
〇
〇
二
年
）
、
人
口
比
で
は
国
内
の
大
都
市
中
で
も
っ

と
も
多
く
、
住
民
の
二
〇
人
に
一
人
が
外
国
籍
。
中
で
も
、
生
野

区
は
人
口
の
約
四
分
の
一
が
外
国
籍
で
、
そ
の
多
く
が
在
日
コ
リ

ア
ン
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。�

　
こ
う
し
た
大
阪
市
の
人
口
・
世
帯
特
性
に
明
ら
か
な
の
は
、
大

き
な
地
域
差
・
地
域
特
性
の
存
在
で
あ
る
。
持
続
的
に
都
市
の
活

力
と
モ
ラ
ル
を
生
み
出
し
、
支
え
る
都
心
居
住
文
化
の
創
造
の
た

め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
ふ
ま
え
、
多
様
な
単
身
者
や

高
齢
者
、
あ
る
い
は
多
文
化
共
生
の
居
住
を
支
え
る
仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
ら
固
有
の
居
住
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発
支
援
な
ど
、
地
域
特

有
の
課
題
や
資
源
を
ま
ち
の
活
力
源
と
し
て
戦
略
的
に
位
置
付
け

る
、
住
宅
・
居
住
政
策
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
一
体
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。�

　
二
四
区
の
人
口
・
世
帯
特
性
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
で
、
住
宅
数

の
動
き
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
い
。
一
九
九
八
年
の
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
よ
る
住
宅
数
と
世
帯
数
、
及
び
二
〇
〇
〇
年
の
国

勢
調
査
に
よ
る
世
帯
数
を
も
と
に
、
住
宅
数
と
世
帯
数
の
関
係
を

見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
い
ず
れ
の
区
に
お
い
て
も
、
既
に
世
帯
数
を

大
き
く
上
回
る
住
宅
数
が
存
在
し
て
い
る
。
大
阪
市
の
一
般
世
帯
数

約
一
一
五
万
（
二
〇
〇
〇
年
国
勢
調
査
）
に
対
し
て
、
住
宅
総
数
は
約

一
三
四
万
戸（
一
九
九
八
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
）
に
達
し
て
い
る
。�

　
ま
た
、
一
九
八
八
年
の
住
宅
統
計
調
査
及
び
一
九
九
八
年
の
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
見
る
と
、
老
朽
化
し
た
木
造
共
同
住
宅
を

は
じ
め
と
す
る
空
き
家
の
増
加
は
著
し
く
、
約
二
一
万
戸
（
一
九
九

八
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
）
に
の
ぼ
り
、
空
き
家
率
は
一
五
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
一
方
で
、
世
帯
増
加
数
を
遥
か
に

上
回
る
勢
い
で
新
規
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
住
宅
供
給
が

続
い
て
お
り
、
居
住
の
地
域
的
な
偏
在
や
新
旧
住
民
の
関
係
性
の

希
薄
化
を
加
速
さ
せ
る
恐
れ
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
問
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ス
ト
ッ
ク
の
価
値
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
再
構
築
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
直
し
て
活
用
す
る
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
と
一
体
の
住
宅
・
居
住
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。�

　�

��

　
上
記
の
よ
う
な
都
市
的
課
題
と
歴
史
的
文
脈
を
背
景
に
、
住
宅

と
い
う
ハ
ー
ド
分
野
か
ら
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
活
・
文
化
と
い
う

ソ
フ
ト
領
域
か
ら
、
都
心
居
住
文
化
に
リ
ア
ル
に
迫
ろ
う
と
す
る

�

上
町
台
地
に
目
覚
め
つ
つ
あ
る
も
の�
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上
回
る
勢
い
で
新
規
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
住
宅
供
給
が

続
い
て
お
り
、
居
住
の
地
域
的
な
偏
在
や
新
旧
住
民
の
関
係
性
の

と
い
う
ハ
ー
ド
分
野
か
ら
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
活
・
文
化
と
い
う

ソ
フ
ト
領
域
か
ら
、
都
心
居
住
文
化
に
リ
ア
ル
に
迫
ろ
う
と
す
る

動
き
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
「
長
屋
再
生
」
「
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
ラ

イ
フ
」
「
コ
モ
ン
ズ
」
「
人
権
」
「
多
文
化
共
生
」
…
と
、
個
々
の
活

動
の
入
り
口
は
異
な
り
な
が
ら
、
都
市
に
お
け
る
文
化
の
継
承
、

新
旧
住
民
の
融
合
、
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
、
他
者
と
の

出
会
い
、
ま
ち
と
の
つ
な
が
り
、
市
民
の
力
の
開
発
に
積
極
的
な

意
義
を
見
出
す
複
数
の
活
動
団
体
が
、
上
町
台
地
上
で
出
会
い
、

二
〇
〇
三
年
五
月
に
一
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
結
成
し
た
。

「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
誕
生
で
あ
る
。�

　
都
心
と
都
心
周
辺
部
を
含
む
上
町
台
地
一
帯
は
、
前
項
で
概
観

し
た
大
阪
市
の
居
住
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
課
題
、
単
身
化
、
高
齢

化
、
多
文
化
共
生
、
老
朽
住
宅
ス
ト
ッ
ク
、
世
帯
数
を
遥
か
に
越

え
る
新
規
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
等
々
、
い
ず
れ
の
課
題
も
内
包
し
て

い
る
地
域
で
も
あ
る
。�

　
と
は
い
う
も
の
の
、
大
阪
に
縁
の
な
い
人
に
は
「
上
町
台
地
」
と

い
っ
て
も
、
に
わ
か
に
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

大
阪
に
あ
っ
て
、
日
本
史
の
舞
台
と
し
て
、
古
代
・
中
世
・
近
世

と
要
所
で
あ
っ
た
地
と
い
え
ば
、
お
お
か
た
想
像
が
つ
く
か
も
し

れ
な
い
。
古
代
に
は
、
四
天
王
寺
、
難
波
の
宮
、
中
世
に
は
石
山

本
願
寺
、
近
世
に
は
大
坂
城
と
、
歴
史
を
物
語
る
数
々
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
、
こ
の
台
地
上
に
存
在
し
て
い
る
。�

　
ち
ょ
う
ど
現
在
の
大
阪
城
を
北
の
起
点
に
、
大
阪
市
内
中
心
部
を

南
北
に
背
骨
の
よ
う
に
貫
く
台
地
が
上
町
台
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は

西
方
に
海
が
開
け
、
古
代
日
本
の
国
際
的
な
玄
関
口
で
も
あ
っ
た
。

浄
土
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
に
は
、
台
地
の
上
か
ら
極
楽
浄
土
を

拝
む
「
日
想
観
」
の
聖
地
と
し
て
、
貴
賎
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集

ま
り
、
遠
く
西
方
に
沈
む
夕
陽
に
思
い
を
馳
せ
た
土
地
で
あ
る
。�

　
近
代
化
の
波
に
洗
わ
れ
て
以
降
も
、
大
阪
の
都
心
部
に
あ
っ
て
、

商
業
・
業
務
一
色
に
席
巻
さ
れ
尽
く
す
こ
と
な
く
、
歴
史
・
文
化
、

国
際
交
流
、
医
療
・
福
祉
、
教
育
、
宗
教
…
そ
し
て
居
住
と
、
経

済
効
率
一
辺
倒
で
は
成
立
し
難
い
、
け
れ
ど
も
都
心
居
住
文
化
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
学
び
や
癒
し
や
楽
し
み
と
い
っ
た
営
み
を
、

居
住
と
と
も
に
長
く
支
え
て
き
た
地
域
で
も
あ
る
。�

　
近
年
、
上
町
台
地
一
帯
で
動
き
始
め
て
い
る
、
市
民
発
の
注
目

す
べ
き
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
の
数
々
は
、
こ
う
し
た
上
町
台
地
の
歴

史
・
文
化
的
背
景
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。
こ
の
上
町
台
地
に
あ
っ
て
、
都
心
居
住
文
化

の
創
造
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
再
構
築
に
つ
い
て
、
思

い
思
い
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
潜
在
意
識
を
顕
在
化
さ
せ
て
き
た
活
動

団
体
・
拠
点
地
域
の
存
在
が
、
先
に
述
べ
た
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち

を
考
え
る
会
」
の
結
成
の
核
と
な
っ
て
い
る
。�

���

　
こ
こ
で
、
そ
の
核
と
な
っ
て
い
る
活
動
団
体
・
拠
点

地
域
の
魅
力
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。�

　
上
町
台
地
上
で
都
心
な
が
ら
戦
災
を
免
れ
、
大
阪
ら

し
い
商
店
街
を
中
心
に
長
屋
と
路
地
の
懐
か
し
い
暮
ら

し
の
風
景
が
残
る
空
堀
商
店
街
界
隈
（
中
央
区
）で
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
「
空
堀
商
店
街
界
隈
長
屋
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
か
ら
ほ
り
倶
楽
部
）
」
で
あ
る
。
時
を
経

た
長
屋
や
屋
敷
の
価
値
の
継
承
と
新
・
旧
文
化
の
融
合

を
可
能
に
す
る
内
発
型
・
持
続
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
よ
う
を
模
索
し
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
長
屋
再
生
複
合

シ
ョ
ッ
プ
「
惣
」
や
屋
敷
再
生
複
合
シ
ョ
ッ
プ
「
練
」
な
ど

の
具
現
化
と
と
も
に
、
長
屋
ス
ト
ッ
ク
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
空
き
物
件
の
流
通
を
手
が
け
る
。
ま

た
、
長
屋
と
路
地
の
ま
ち
を
舞
台
に
し
た
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
「
か
ら
ほ
り
ま
ち
ア
ー
ト
」
も
開
催
。
二
〇
〇
三
年

の
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
二
日
間
で
約
一
万
二
〇
〇
〇
人
の

来
街
者
を
集
め
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
、
ま
ち
に
対

す
る
誇
り
や
自
信
を
回
復
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。�

からほり倶楽部“屋敷再生複合ショップ「練」”�
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江
戸
時
代
以
来
、
数
々
の
寺
院
が
甍
を
連
ね
る
寺
町
（
天
王
寺

区
）
の
一
角
で
は
、
劇
場
型
の
本
堂
ホ
ー
ル
や
研
修
室
、
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
等
を
有
し
、
演
劇
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
、

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ト
や
詩
の
朗
読
、
箱
庭
療
法
等
々
、

多
様
な
表
現
活
動
を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
、
個
と
個
、
個
と
社

会
の
新
た
な
関
係
づ
く
り
、
コ
モ
ン
ズ
（
公
共
価
値
）
の
再
生
に
取

り
組
む
寺
院
「
應
典
院
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
」
が
あ

る
。
ま
た
、
寺
町
一
帯
の
寺
院
等
が
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
春

の
一
日
境
内
を
会
場
に
、
い
っ
せ
い
に
門
戸
を
開
い
て
開
催
す
る

「
な
に
わ
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
、
既
に
地
域
恒
例
の
行

事
に
育
っ
て
い
る
。�

　
天
王
寺
区
か
ら
生
野
区
へ
足
を
伸
ば
す
と
、
社
会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
が
誇
り
を
持
っ
て
生
き
る
社
会
づ
く
り
、
人
権
教
育
に
力
を

入
れ
た
活
動
を
展
開
す
る
「
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」（
上
町
台

地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
発
足
当
初
は
、「
在
日
韓
国
民
主
人
権
協

議
会
」
と
し
て
参
画
。
二
〇
〇
四
年
三
月
に
「
民
族
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
」「
在
日
韓
国
民
主
人
権
協
議
会
」「
ワ
ン
コ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
」
の
三
団
体
が
「
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」
を
設

立
し
た
）
の
存
在
が
あ
る
。
在
日
コ
リ
ア
ン
自
身
が
当
事
者
と
し
て

提
供
す
る
歴
史
・
文
化
の
解
説
と
、
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
舞
台
に
、

多
文
化
共
生
へ
の
理
解
・
共
感
を
広
げ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

修
学
旅
行
や
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
各
地
の
学
校
等
で
採
用

さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
若
者
た
ち
と
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
つ
な
ぎ
、

大
阪
だ
か
ら
こ
そ
体
験
・
学
習
で
き
る
文
化
資
源
の
一
つ
と
も

な
っ
て
い
る
。
多
く
の
在
日
コ
リ
ア
ン
が
暮
ら
す
ま
ち
が
果
た
し

得
る
、
多
文
化
共
生
社
会
を
生
き
る
態
度
を
育
く
む
貴
重
な
取
り

組
み
で
あ
る
。�

　
上
町
台
地
を
め
ぐ
る
数
々
の
拠
点
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
立
っ
た
若
者
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。「
上
町
台

地
活
性
化
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

西
代
官
山
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
。
ま
ち
の
歴
史
・

文
化
ス
ポ
ッ
ト
を
回
遊
し
な
が
ら
、
お
店
で
お
茶
や
食
事
や
買
い

物
も
楽
し
め
る
よ
う
に
と
「
上
町
台
地
を
あ
そ
ぼ

う
！
」
マ
ッ
プ
を
発
行
。
ま
た
、
「
か
ら
ほ
り
倶

楽
部
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
屋
敷
再
生
複
合
シ

ョ
ッ
プ
「
練
」
の
一
角
で
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
う

え
ま
ち
貸
自
転
車
」
事
業
も
手
が
け
て
い
る
。�

 

「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
は
、
こ

う
し
た
地
域
の
歴
史
・
文
化
と
密
接
に
関
わ
り

な
が
ら
生
ま
れ
て
き
た
　
市
民
の
知
　
と
も
い

う
べ
き
活
動
資
源
を
、
上
町
台
地
と
い
う
場
所

應典院・應典院寺町倶楽部“コモンズフェスタ”�

コリアタウン“異文化体験ワークショップ”�
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地
活
性
化
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

西
代
官
山
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
。
ま
ち
の
歴
史
・

文
化
ス
ポ
ッ
ト
を
回
遊
し
な
が
ら
、
お
店
で
お
茶
や
食
事
や
買
い

な
が
ら
生
ま
れ
て
き
た
　
市
民
の
知
　
と
も
い

う
べ
き
活
動
資
源
を
、
上
町
台
地
と
い
う
場
所

性
に
立
脚
し
な
が
ら
結
び
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
力
あ
る

知
へ
と
育
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を

共
有
す
る
、
上
記
の
活
動
団
体
・
拠
点
地
域
の
関
係
者
や
大
学
の

研
究
者
等
が
集
ま
っ
て
動
き
始
め
た
組
織
で
あ
る
。
主
な
メ
ン

バ
ー
は
、
次
の
と
お
り
。�

���������������������

　�

�

　
実
は
、
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
誕
生
の
発
端
は
、

一
九
九
八
年
に
始
ま
っ
た
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現
在
の
都
市
再
生

機
構
）
に
よ
る
、
天
王
寺
区
筆
ヶ
崎
地
区
の
大
阪
赤
十
字
病
院
建
て

替
え
余
剰
地
に
お
け
る
住
宅
市
街
地
整
備
の
検
討
委
員
会
に
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
同
委
員
会
は
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
都
心
居
住
文

化
創
造
の
可
能
性
に
満
ち
た
地
域
で
、
単
な
る
ハ
ー
ド
と
し
て
の

住
宅
整
備
で
な
く
、
上
町
台
地
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
活
か
し

た
生
活
文
化
の
創
造
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
再
構
築
を

可
能
に
す
る
開
発
を
標
榜
し
て
い
た
。
そ
の
方
向
性
は
「
上
本
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
（
Ｃ
Ｎ
構
想
）
」
と
し
て
と
り
ま

と
め
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
は
同
構
想
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討

に
取
り
組
む
研
究
会
が
発
足
。
地
元
の
活
動
者
等
を
迎
え
て
の
議

論
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。�

　
そ
の
後
、
一
連
の
議
論
に
関
わ
っ
た
有
志
が
、
市
民
サ
イ
ド
か

ら
上
町
台
地
一
帯
を
視
野
に
入
れ
た
Ｃ
Ｎ
構
想
の
発
展
的
・
自
律

的
・
持
続
的
な
取
り
組
み
の
具
体
化
を
目
指
し
、
同
様
の
思
い
を

共
有
で
き
る
活
動
団
体
等
へ
呼
び
か
け
、
二
〇
〇
三
年
五
月
「
上
町

台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
大
阪
・

上
町
台
地
か
ら
本
質
的
な
都
市
再
生
、
都
心
居
住
文
化
創
造
の
真

価
を
問
う
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
、
会
の
発
足
の
原
点
に
あ
る
。�
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うえまち貸自転車で“上町台地・アートツーリズム”�
�

　
発
足
当
初
に
表
明
さ
れ
た
同
会
の
趣
意
書
は
、�

 

「
い
に
し
え
か
ら
現
代
ま
で
人
の
営
み
が
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ

た
上
町
台
地
　 

　
人
の
営
み
か
ら
生
ま
れ
る
歴
史
・
文
化
が
厚
く

重
な
り
合
う
上
町
台
地
　 

　
都
心
居
住
の
地
と
し
て
、
今
、
再
び

脚
光
を
浴
び
る
上
町
台
地 

…
… 

上
町
台
地
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
資
源
、
　
　
そ
こ
に
集
い
暮
ら
す
多
く
の
市
民
、
営
々
と
築
か

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
三
つ
の
力
を
活
か
し
、
　
　
そ
れ
ら

を
ゆ
る
や
か
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
な
が
ら
、
　
　
だ
れ
も
が
豊
か

な
人
生
を
、
暮
ら
し
を
謳
歌
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
語
り
か
け
て
い
る
。�

　�

��

　
都
市
に
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
い
れ
ば
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
い
る
、

旧
住
民
が
い
れ
ば
新
住
民
も
い
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
多
様
な
生

が
交
錯
す
る
深
い
応
答
関
係
が
、
身
近
な
住
ま
い
・
暮
ら
し
の
中

に
あ
っ
て
こ
そ
、
都
心
居
住
文
化
の
創
造
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
築
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
。「
上
町
台
地

か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
問
い
か
け
は
、
異
な
る
価
値
が
出
会

い
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
創
造
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
に
覚
醒
さ
せ
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
て
い
こ
う
と

す
る
取
り
組
み
と
も
い
え
る
。�

　
同
会
は
、
発
足
後
一
年
余
を
経
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
間
、

上
町
台
地
の
生
活
文
化
と
住
宅
開
発
を
創
造
的
に
結
ぶ
視
点
で

「
筆
ヶ
崎
地
区
整
備
事
業
」
に
対
す
る
提
案
も
試
み
た
。
提
案
自
体

は
、
当
該
事
業
に
お
け
る
市
場
の
枠
組
み
の
中
で
十
分
に
位
置
付

け
ら
れ
ぬ
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
市
場
と
市
民
セ
ク
タ
ー
を
架
橋
す
る
シ
ス
テ

ム
の
必
要
性
を
教
訓
と
し
て
残
し
た
。
同
提
案
に
盛
り
込
ま
れ
た

内
容
自
体
は
、
広
く
上
町
台
地
一
帯
の
ま

ち
づ
く
り
に
普
遍
的
に
活
か
し
得
る
も
の

と
も
い
え
る
。�

　
ま
た
、
同
会
の
主
要
事
業
と
し
て
、
ま

ち
の
中
に
学
び
の
場
を
つ
く
る
「
上
町
台

地
・
ま
ち
の
学
校
」
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ツ
ア
ー
と
し
て
の
「
上
町
台
地
・
ア
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
、
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し

発
信
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
試
行
的
な
段
階

に
あ
り
、
今
後
発
展
的
な
取
り
組
み
や
活

用
が
待
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。�

　
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
ち
の
中
に

展
開
し
な
が
ら
、
地
域
資
源
の
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
力
、
市
民
の
力
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
す
る
こ
と
が
、
都
心
居
住
の
本
質
的

な
価
値
創
造
に
つ
な
が
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
抱
き
、
事
業
の
骨
組
み
を
構
築
し
つ

つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
発
足
一
周
年
を

迎
え
て
、
同
会
は
二
〇
〇
四
年
六
月
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
地
域
を
か
え
る
市
民
事

業 

上
町
台
地
か
ら
の
挑
戦
」
。
都
心
居
住
の
進
化
（
地
域
に
還

る
）
↓ 

都
心
居
住
の
深
化
（
地
域
を
か
え
る
）
↓ 

都
心
居
住
の

真
価
（
地
域
で
孵
る
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
発
足
一
年
の
報
告
と
議

論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
市
民
事
業
の
萌
芽
を
都
心
居
住
文
化
の

創
造
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、
い
か
に
普
遍
化
・
社
会
化
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
感
さ
せ

る
内
容
だ
っ
た
。�

（
大
阪
ガ
ス
　エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

客
員
研
究
員
）�

第
１
話
の
終
わ
り
に�


